
(単位：千円）
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平成31年度当初予算市長復活査定総括票

30年度現計予算額 31年度当初総務部長内示額 31年度当初予算市長復活要求額 市長復活査定額

事　　　　　　　　業　　　　　　　名

総　　額 総　　額

一般財源 国支出金 府支出額 起　　債 その他 一般財源 国支出金 府支出額 起　　債

総　　額

その他 一般財源 国支出金 府支出額 起　　債 その他

総　　額

一般財源

箱作海水浴場開設事業負担金

0 0 0 0 0 0 0 0 7,714 0 0 0 0 7,714 7,714 0 0 0 0 7,714

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 07,714 0 0 0 0 7,7140 0 7,714 7,714 0
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建築基準法、都市公園法

［

［［

［復活理由

復活理由復活理由

復活理由］

］］

］

箱作海水浴場は、本市の最たる観光資源であり、遊泳

場を閉所することは困難である。このような中、海水浴

場内の建物について、大阪府より建築基準法等に基づ

く基準を満たしていないとの指摘があった。本課として

は、府からの指摘をクリアするとともに、大型台風の上

陸等を鑑み、耐風性の向上を図ることが急務であると判

断したところである。市は、箱作海水浴場の開設者とし

て、遊泳者の安全確保及び法令を遵守する責務があ

り、建築基準を満たした建物を設置するために予算の

増額が必要である。

部課名 市民部　まちの活力創造課

7,714

事　　　業　　　内　　　容 予　　算　　要　　求　　内　　容

（目的）

箱作海水浴場の開設者として、遊泳場内建物に係る建

築基準等を満たすことにより、遊泳場における安全の確

保を図ることを目的とする。

箱作海水浴場内の建物（管理事務所・シャワー棟×2・浜茶屋×2）に対して、建築基準

法等を満たす残置基礎を設置するため、建設工事を行う。

・残置基礎設置工事に係る予算　14,000円／㎡×551㎡＝7,714,000円

【要求額】7,714千円　（内示額　0千円)

※法令を満たす建物を設置するための基礎としては、鉄筋コンクリート造（ＲＣ造）の残

置基礎と毎年設置及び撤去を繰り返す鉄骨置き基礎がある。

本課としては、安全面や経費面等の観点から、今般、残置基礎を選択し、復活要求す

るものである。

(概要）

箱作海水浴場内の施設について、建築基準法等を満た

す建物とし、遊泳場における安全確保を図るため、必要

な整備を行う。

(根拠法令）

平 成 31 年 度 復 活 要 求 額 7,714 0 0 0 0

　　　　　　　　　　　　　　千円（　　　年度～　　　　年度）

平成 31 年度総務部長復活内示額

0

債務負担行為

　　　　　　　　　　　　　　　　

平 成 31 年 度 当 初 総 務 部 長 内 示 額
0 0 0 0 0 0

平 成 31 年 度 当 初 要 求 額

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 7,714

平 成 30 年 度 当 初 予 算 額

0 0 0 0 0 0

平 成 30 年 度 現 計 予 算 額

0 0

7,714 0 0 0

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平 成 29 年 度 決 算 額

0 0 0 0

総　　　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

査　定　総　額

財　　　　源　　　　内　　　　訳

国支出金 府支出金 起債 その他 一般財源

平成31年度当初予算　市長復活査定書

(目名） 観光振興費 （細目名）観光振興対策事業費 （事業名） 箱作海水浴場開設事業 （単位：千円）
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